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この冊子について
スマート農業技術は、農作業の効率化や労働力不足への対応策とし

て期待されております。

空知総合振興局では、スマート農業技術の効果を明らかにすべく、
管内各地の関係機関の協力の元、そらち流「スマート農業」推進事業
として、実証試験を実施しました。

この冊子は、その試験結果を集約したものです。
スマート農業機械等の導入効果の一例として、ご覧ください。
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